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Research Abstract

染⾊加⼯業におけるゼロエミッション化の進め⽅について,⼯程のマスバランス調査を⾏い,それをデー⼣ベースとして整理した結果に基づいて検討した.各種染⾊プロセスにおける⽔の使
⽤量は,浸染では染⾊⼯程,捺染では捺染後の⽔洗が最も⼤きい.精練・染⾊プロセスで投⼊される化学物質(界⾯活性剤,塩)は⼀定濃度で使⽤される場合が多く,この部分での⽔使⽤量を減少
すれば必然的にエミッションも少なくなる.これに対し、糊抜精練プロセスでは,織布に付着している物質を除去する⼯程なので,⽔の削減によるエミッションの削減は期待できない.これを
ふまえて染⾊仕上⼯程のゼロエミッション化は以下の⽅向で取り組まれるであろう. 
染⾊⼯程:近年インクジェットプリントが⽤いられる様になってきている.現在のところデータが少ないが,これまでのスクリーン⽅式のプリントに⽐べ,インクの交換,洗浄に伴うエミッショ
ンを⼤幅に減少できると考えられる.さらに,技術の発展によって,浸染も代替できれば,その効果はさらに⼤きいと考えられる.精練・染⾊⼯程:の部分でのゼロエミッションについては,糊剤
の回収を⾏うこと,回収できないその他の有機物負荷源の分解・除去⽅法を開発すること,あるいは織布製造⼯程での糊なし織布が課題となる.仕上⼯程:仕上⼯程は⽔使⽤量も少なく,エミッ
ションも少ない. 
今後の展望としては,インクジェットプリントにより,浸染めが代替できれば,染⾊⼯程での⽔利⽤を⼀挙に下げることができる.染⾊⼯程での⽔使⽤量の⼤幅な削減に成功した後は,精練プロ
セスにおける⽔の削減が課題となる.これは,染⾊プロセスよりは,むしろ織布製造プロセスの問題であり,ここで,縦⽷の糊剤を必要としない織布法の開発がゼロエミッションの観点からも重
要となってくることが分かる.また,精練⼯程で出てくる様々な有機物負荷の分解技術も課題となろう.
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